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○漢字学習では、新出漢字を繰り返し練習することにとどまらず、漢字辞典を使って意味を調

べたり、同音異義語を使い分けた短文作りをしたりする学習を取り入れるなど、漢字や熟語

を文章の中で正しく使うことができるように指導していきます。 

○接続語の役割を正しくとらえさせ、分かりやすく伝わるように文を分けて書くことができるよう

に指導していきます。 

○教材文等を用いた学習の中で、事実と感想、意見などとの違いを確かめるようにし、事実を

客観的に書く、文末表現に注意して書くなど、事実と自分の考えとを区別して書くよう指導し

ていきます。 

◆比較的できている点 

○インタビューの場面で、相手の意図を捉えながら聞き、自分の理解を確認する質問をすること

の設問では、相当数の児童が正答することができている。 

◆課題のある点

○漢字(同音異義語)を文の中で正しく使うことの設問では、正答が全国平均を大きく下回ってい

る。 

○文と文とのつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くことに課題がある。 

○目的や意図に応じて、自分の考えや理由を明確にし、まとめて書くことに課題がある。 

今後の具体的な指導改善のポイント



◆比較的できている点 

○台形については相当数の児童が理解できている。〔図形〕 

○棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取ることができている。〔数量関係〕 

◆課題のある点

○図形の性質や構成要素に着目し、図形をずらしたり、回したり、裏返したりすることで、ほか

の図形を構成することに課題がある。〔図形〕 

○減法の計算の仕方についてまとめたことを基に、除法の計算の仕方について成り立つ性質

を記述することに課題がある。〔数と計算〕 

○図形の学習では、具体物を操作しながら図形を構成したり分解したりして、図形についての

見方や感覚を豊かにする指導を工夫します。〔図形〕 

○計算をする際には、その計算が確実にできるようにするとともに、計算に関して成り立つ性質

を見いだしたり、それらを活用して計算を効率的にすることに気付かせたりするよう指導しま

す。〔数と計算〕 

○日常生活の問題の解決のために、多くの情報の中から必要な数量を見いだし、数学的に表

現できるように指導をしていきます。〔数量関係〕 
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◆本校のよかったところ

○相当数の児童が国語、算数の授業は大切であると感じている。また将来、社会に出たときに

役に立つと答えている。（国語：９８．７％ 算数：９８．６％） 

○様々な学習の場面でＩＣＴを活用したいと思っている児童が相当数いる。（９７．３％） 

○最後までやり遂げて、うれしかったことがあると相当数の児童が答えている。（９７．３％） 

◆本校の課題と思われるところ

○家で、自分で計画を立てて勉強をしている児童の割合は約６割であまり多いとはいえない。 

○自分の考えを話したり書いたりするとき、うまく伝わるように理由を示すなど、話や文章の工

夫をすることが苦手だと感じている児童が多い。 

◆本校のよかったところ

○相当数の児童が朝食を毎日食べている。（９７．３％）また、毎日同じくらいの時刻に起きてい

ると答えている。（９１．９％） 

○相当数の児童が自分のよいところを先生が認めてくれていると感じており（９０．５％）、また、

自分にはよいところがあると思う（９０．６％）と答えていることから自己有用感をもって生活し

ているようだ。 

○いじめはどんな理由があってもいけないことだと相当数の児童が認識している。（９８．７％） 

◆本校の課題と思われるところ

○地域や社会をよくするために何をすべきかを考えたり、今住んでいる地域の行事に参加した

りしている児童の割合が約半数で、地域・社会との関わりが少ない。 

○基本的な生活習慣の更なる定着に向け、「早寝・早起き・朝ごはん」を合言葉に学校と家庭

が連携しながら指導していきます。 

○地域社会とのつながりや様々な地域の行事に関心をもつことができるよう、家庭・学校・地域 

 が連携した学校体制づくりを進めていきます。 

○更なる達成感につなげるため、主体的な学びになるよう、見通しをもって粘り強く取り組ませ

たり、思いや考えを基に学習が進められたりできるよう授業のあり方について研究を進めて

いきます。 

生活について

今後の具体的な取組について



学校の出来事についての 

話を聞きましょう。

お子さんと日々話をすることで学校

での出来事やお子さんの様子が伝わ

ってきます。日常の会話を大切にし

てください。 

宿題を含め、予習、復習など、お子

さん自身が考えて取り組めるよう励

ましてください。 

地域の行事に参加しま

しょう。 

地域の行事に親子で参加するなど、

地域の一員としての意識を育ててい

きましょう。 

家で計画を立てて勉強していますか。

今住んでいる地域の行事に参加していますか。

自分で計画を立てて、家庭

学習に取り組みましょう。
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家の人（兄弟姉妹を除く）と学校の出来事について話を

しますか。

地域や社会に目を向けて

みましょう。 

地域や社会について、家庭でも話題

にすることで、社会に参画する意識

と態度を育てていきましょう。 

地域や社会をよりよくするために何をすべきかを考えること

がありますか。
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